
平成29年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 農業課 事業No. 173

事務事業名 日本型直接支払事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始 H27 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017
 農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する計画
  

法令・例規等
 農業の有する多面的機能の発揮に関する法律
  
  

事業目的
対象 生活環境や景観等、農業の持つ多面的機能

意図 共同管理による農地の保全、生活環境や景観等の多面的な機能維持

２ 事業内容

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
農地を維持・保全することを前提に、地域単位で水路の泥上
や植栽等による農村環境活動、水路・農道などの補修や更新
を行う12組織に対して、多面的機能支払交付金を交付し活動
を支援しました。
また、急傾斜地など農業の生産条件が不利な地域における農
業生産活動を継続する17組織に対して、中山間地域等直接支
払交付金を交付し活動を支援しました。
化学肥料及び化学合成農薬を使用しない有機農業に取り組ん
だ「南信州ゆうき人」（生産者２名）の取組を支援しました
。

多面的機能支払交付金 17,404
同　推進事務経費 147
中山間地域農業直接支払事業交付金 33,308
同　推進事務経費 326
環境保全型農業直接支払交付金 40
  
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成28年度
実績

平成29年度
実績

平成30年度
実績

平成31年度
実績

平成32年度
実績

多面的機能支払交付金対象面積 ha 377.1 375.3    
中山間地域等直接支払交付金対象面積 ha 198.3 202.7    
環境保全型農業直接支払交付金対象面積 ａ 97 50    

       
       
       
       
       

29年度
決算

(千円)

予算額 53,062 特定財源内訳及び補足事項
決算額 51,225 （県）多面的機能支払交付金(国1/2、県1/4）13,053千円

（県）多面的機能支払推進交付金(10/10）140千円
（県）中山間地域等直接支払事業交付金（法指定 国1/2、県1/4、特認
国1/3、県1/3）23,820千円
（県）中山間地域等直接支払推進事業交付金（1/2）163千円
（県）環境保全型農業直接支払交付金（国1/2、県1/4）30千円

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 37,206
地方債 0
その他 0
一般財源 14,019

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 6 1 3 16 1 33,678 33,634 中山間地域等直接支払事業費

2 1 6 1 3 34 1 19,224 17,551 多面的機能支払交付金事業費

3 1 6 1 4 25 1 160 40 人と環境にやさしい農業推進事業費

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識
多面的機能支払交付金、中山間地域等直接支払交付金は、新たな活動組織が立ち上がっておらず、共同活動で農地を維持、
活用する組織を増やすことが課題です。環境保全型農業直接支払交付金は、取組面積が減少しており、取組団体の構成員と
取組面積を増やすことが課題です。

上記の課題解決
のための有効策

多面的機能支払交付金、中山間地域等直接支払交付金は、農地を守る意義を地域に説明し、地域全体で農地を管理し活用す
る方向への検討が必要です。環境保全型農業直接支払交付金は、この地域は畜産が盛んであることを踏まえ堆肥の使用を推
進する取組と合わせた広報活動を行うなど、農業関係団体への働きかけが必要です。

次年度に向けて
の取り組み

多面的機能支払交付金、中山間地域等直接支払交付金は、地域に対し制度を広報し、長期に渡り農業生産、景観形成等が図
られるよう意見交換等を進めるほか、活動組織の理解が深まるよう制度の説明を行います。環境保全型農業直接支払交付金
は、環境保全型農業への関心が高まるよう農業者等に制度を広報し、取組団体には制度の説明を行い理解を深めます。
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